
聯
外
聞

}欝
㎝

間

地

租

の
槻

察

購

・
・
・
・
・
・
…

:

注
學
博
士

植

民

地

の

経

済

政

策

に

就

き

て

…

:

注
學
博
士

共

産

の
原

理

・
:

:

・
・
…

:

:

法

學

士

私

経

管

統

計

概

論

・
:

・
・
・
・
・
…

渋
墨
博
士

海

運
黙

競

争

と
猫

占

と

の

分
界

:

:

渋

墨

士

時

輪
珊

農

村

問

題

と
其

対

策

:

:

:

:

:

法
學
博
士

一説

鼎兜

シ
ュ
ワ

ー

べ
の
法

則

:

:

:

:

:

経
済
學
土

壼

岐

國

に
於

け

る
地

割

制

度

・
・
・
…

農

學

土

熱
聯

}蘇

百

姓

と

町

人

:

:

・
.

:

・
:

:

法

翠

玉

濁

逸

脈
讃
労

働

立

法

の

獲

達

・
:

:

:

経
済
學
士

紹

儕

輩

史

上

の

ペ
ソ
カ

リ
.
ア

・
、
・
・
:

・
纒
濟
學
宝

祚

戸

正

雄

山
本

美
越
乃

恒

藤

恭

財

部

静

治

小
島

昌
太

郎

河

田

嗣

郎

岡

崎

丈

規

奥

田

或

本

庄
榮
治

郎

中

丸

叶

小
.川
幅
.太
郎

「齢

ジ
.
　

臼ぐ
ぞ

「　

腎

∴

{～



一

一

」

一.

樫

濟
學

史

上

の

ベ
ッ

カ
リ

ア

小

川

幅

太

郎

一

有
名

な

る
伊
太

利
の
刑

法
學
者

ペ
ソ

カ
リ

ァ

(
一
七

三
八
1

「
七
九

四
)は
、
二
十

ニ

ケ
國
の
言
葉

に
醗
鐸

さ

れ
た

ε

い
は

れ

る
其
著

「
犯
罪

ξ
刑
罰
」
(U
血

金
津
臨
o
.

匹
巴
o
需
口
o
)
に
よ

っ
て
多

く
知
ら
れ

て
み

る
。

然

し
な

・

が
ら

彼
は
構
、
脛
濟
學

上

の
周
題

に
も
興
味
を

有
し
、

一.ゴーi㌔



L

亨

共
著
書
に
ば
彼
の
故
郷

ミ
ラ
ノ
の
貨
幣
制
度

に
閲
し
て

述

犀、
た
も
の
等
が
あ
る
上
に
、

一
七
六
八
年

に
は
ミ
ラ

レ

に
於
て
舞

學
の
講
座
を
簿

つ
に
至
っ
た

醜
剛
撒

け
る
…距
瀕
學
講
座

の
第

)

そ
.し
て
其

講
義

は

、
彼

の
死
後

、

二
番
目
の
も
の
で
あ
ろ

一
八
〇
四
年

に

「
経
済
學

要
論

」
(
国
【。
日
∩昌
二
臼

。8
き

ヨ
冨

も
ロ
び
げ
】囲6ε

層ご
し
て
世

に
現
は
れ

る
事

ご
な

っ
た

。

此
…書

に
於

け

る
彼

の
推
論
は

明
確
}且

つ
厳
密

で
め

つ

…

て
経

済
學
.を
以

て
、
仕
事

の
生
産
物

の
鱈
値

を
最

大

な

.

ら
し
む

る
た

め
の

咽
の
技
術

の
如

く
取

扱
ひ
、
工
程

を
.

最

大
な
ら

し
む

べ
き
機
關

の
和

ぐ
、
勢
働

者
を
看
做

し
、
.

此

原
則
よ
b

し
て
、
分
業

の
必
要
㍉
勢
働
者

の
償
値

の
.

決
定

、
資
本

の
性
質

及
び
作
用
等
を
論

じ
、
更

に
入

口

…

増

加

の
食
物

こ
の
關

係

に
於

け

る
法
則
を
説

明

し
て
ゐ

…

稿

を

　

是
等
の
議
論
は
事

し
も
彼
の
欝

ば

…

か
り
で
は
な
い
が
、
其

の
人
口
論
の
如
き
、
叉
自
由
競

一

孚
井
に
凋
占

の
場
合
に
於
け
る
正
常
債
値
の
法
則
の
説

　

明
の
如
き
は
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ
る
ε
い
は
れ
て
ゐ

%

二

然
ら
ば
、

ベ
ソ

ヵ
リ
ァ
は
郷
…濟
學

由
跳上

に
於

て
如

何

…

雑

錬

響
濟
學
史
上
の
ベ
ツ
カ
リ
ア

な

る
學
振

に
鵬
す

る
も

の
で
あ
ら
う

か
。
彼

の
時
代
は

「
方

に
於

て
は

メ

ル
ヵ

ソ
チ
リ
ズ
、瓦
の
鯨
焔

の
未

だ
消

え
な

い
時

で
.あ
b
、
他

方

に
於

て
は

フ
イ
ジ
オ
ク

ラ
ト

.

が
漸

く
新

興

の
氣

蓮
に
向

へ
る
時

で
め

っ
た
。

.

彼

の
講
義

の
原
稿

は
も

ε
、
農

楽
、
工
業

、
商
業
、

…
租

税
、
政

府

の
項
目

に
分

れ
て
居
た

が
、
後

の
二
項
は

終

に
署
書

に
現
は

れ
な

か

っ
た

こ

い
ふ
事
で
あ

る
。
從

π
つ
て
其
部
分

に
關
す

る
彼

の
考

へ
は
知
ら

れ
な

い
が
、

彼

は

農
業
を
以

て
産
業

中
、
唯

↓
の
生
産
的

の
も

の
ご

し

、
工
業
家

や
職
人
を

不
生
産

的

(ω
競

臣
)
な

る
階
級

ε
な

し
、

↓
面
内
國
産

業
の
自

由
を
鼓

吹
し
、
特
灌

や

凋

占

等

に
反
甥

し
て
み

る
。
是
は
幾

分

フ
イ
ジ
オ

ク
ラ

あ

思
想
の
影
響
を
受
け
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

(蜷

山バ

.

藁

縄

撮

齪

β

イ
)
D

彼

は
農
業

の
改
良
を

妨
げ

る
障
害
を

研
究

し
、
共
生

な

る
も

の

、

叫
ε
し

て
農
民

の
悲
惨

な

る
状

態
を
擧
げ

若

し
土
地

よ
b
.
「
履

多
大
の
生
産
物
を
獲
得

し
、
從

っ

.

て

咽
般

の
幸

瀟
を

鳳
暦

大
な
ら

し
め
よ
う

ε
す

る
な
ら

.

ば
、
'
先

づ
第

一
に
、
農

民

の
経
済
状

態
及

び
精
神
状
.態

を
官
同
め
な

け

れ
ば

な
ら
・諏
こ
い
ふ
考

へ
を
持

っ
て
る
陀

第

十
七
巻

(第

三
號

」
四
五
)

四
四
九

】)】)algrave,Diectio岨ryofP.E,Vol,1.p.127

eonSay,NouveauDictionahed'EconomicpolitiqueVol.1.p,【80L

Ingram,HistoryofP,E.P.71

Cossa,Histoiredesdoctrinestconomiques・p・29【

2)Cossa,Ibid.

3/Pantalc6ni,OnBe.:caria(Palgrave,Ibid)
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雑

録

讐

學
史
上
の

べ
ソ
カ
リ
ア

即

ち
彼
は

い
ふ

「
政
治
家
等
は
、
農
民

が
.困
窮

し

て
居

b

、墜
迫

さ
れ

て
る
る
事

が
多

い
桂
、農
民

は
休
ま
す

に

働

か
う

ざ
す
る
も

の
で
め
る

こ
い
ふ
様

な
苛
酷
な

論
理

を
採
用

し

て
み
た

1

勿
論
、
人

々
は
こ

ん
な
に
し

て

で
も
生
き

ん
ε
欲
す

る
も

の
で
か
る
ら

、
駆

氾
の
下

に

於

て
も
産

業
は
獲
達
す

る

で
あ
ら
う
。
然

し
其
敷

果

π

る
や
、
緩
慢

で
あ
り
叉
困
難
な
も

の
で
あ

る
、
常

に
繁

榮

に
な

っ
て
行
く

ご
い
ふ
希
蟹

ε
勇

氣
ε

に
よ

っ
て
生

す

る
敷
果

ε
は
較

ぶ

べ
き

で
な

い
」

巴
。

そ

し
て
彼
は

農
民

の
敏
育
程

度
を
高

め
る
爲
に
、
譲

書
、
計
算

、
簡

明
な

る
.職

業
上

の
初
歩
的
智
識

や
倫
理
を
敏

へ
る
事
を

す

、
.め
て
み

る
。
爾

、
、彼

は
農

業

の
進
歩
を
妨
げ

る

「

原
因

ご
し
て
、「
土

地
所
有
権

の
分
割

の
不
充

分
で
あ

る

事
を
擧
げ

て

み
る
、
彼

は
絶

劉
的

に
小
農

を
轍
…め
る

の

で
は
な

い
が
、
大
地
圭

が
其
耐
會

的
義
務
を
盤

さ
な

い

事

を
攻
撃

し

て
み
る
の
で
あ

る
。
是
等

の
意
見

は
亦
以

で
常
時

の
伊
太
利

の
農
業
及

び
農
風

の
歌
態

の

叫
斑

を

窺

は

し
む

る
に
足

る
で
あ
ら
う
。

「

か
く
の
如

く
農
業

の
獲
達

を
望

ん
だ
彼

は
、

}
面
必

す

し

も
.メ
リ

カ
ソ
ヂ
リ
ズ

ム
の
敏

ゆ
る
所

を
す

べ
て
排

第
+
七
巻

〔第
二
號

一
票

ハ)

四
五
Q

斥

し
陀

の
で
は
な

く
、
楡

出
奨
厨
金

を
辯

護
し
、
貿
易
.

政
策

に
付

て
は
大
骸

、
保
護
.貿
易
論

者
で

め

っ
た

ε

い

は

れ
て
み

る
。

白
星
観

之
、

ベ
ッ

カ
リ

ア
の
是
等

政
策

上
の
意

見
よ

り

し
て
は
、
.彼

が
前
述
、の
三
振
の
何

れ
か
に
囃
す

る
ご

断
ず

る

こ
ε
は
出
来

な

い
。
窯
丁
ろ
常
時

の
他

の
論
…者

ご

同

じ
く
両

派

の
折
衷
論

を
立

て
た
も

の
で
あ

る
。
、

三

ベ
ッ
カ
リ

ア
の
塒

代

に
於

て
領
値
論

を
研
究

し
た
伊

太

利

の
學

者

に
は

、
ダ
ヴ

ア
ソ
ヅ

ア
チ

(U
卿く
p
口
Np
[こ

モ
ソ
タ
ナ
リ

(7
ぎ
昇
磐
輿
こ

等

の
如

く
、
生
産
　費
な

る

男
乗

を
冷
然
除
外

し
て
慣
値
を

全
く
敷
用

に
依

っ
て
支

配

せ
ら
れ
る
も
の

嬉
し

て
説
く
も

の
こ
、
ガ

リ
ア

　
(〔甲

巴
野
日ご
、
プ
ア
プ

ロ

　
(Hげ
σ
汀
〇
三
)
の
如

く
、
僧
値

は
生

.

産
費

に
基

く

ご
見

る
も
の
.こ
が

あ

っ
た
が
、

ベ
ソ

カ
リ

ア
は
此

の
中

の
後
者

に
崩
す

る
も

の
で
あ
る

ピ
、

ロ
リ

ア
は

認

め
て
み

る
が
、
-
近
賦

ゼ
ノ
ア
大
學
漱
授

ア
リ
ア

ス
の

い
ふ
ε
こ
ろ
に
櫨

る
ご

ベ
ッ
カ
ソ

ア
は

ガ
リ

ア

ニ

{
及

び
ヴ

ェ
リ

ー
(<
。三

)
ご
共

に
、
十

八
世
紀

後
半

に
於

「

る
伊
太
利
振
斎

す
べ
き
も
の

叢

も
有
名
な
る
代

4)Coく5a,Ibidp,292

PdFtale(m1,】bid

5)(6)Ingram,lbid・

7)Cossa,Ibld.

b♪Gin`,Arias,L脚6coleita1〒end'6cDnomie.poliしiqしiezしuIεc.lied巳5.

Ig23)(iくc・』LLcト01iしiqccctpay'ユじmcntai1。JanVle1'



表
者

で
み

つ
て
、
更

に
此
涙

の
先
駈
者

`
し

て
は

グ
ヴ
.
.

ア

ソ
ヅ

ア
チ
、
セ
ラ
(し∩
2
「餌
)

モ
ソ
タ
ナ
リ
が

あ
り
彼
等

は

、
主
観

的
償
値

の
概

念
を
明

か
に
し
、
客
槻
的

償
値

が
前
者

に
・田
凍
す

る

ε
説
く
も

の
で
め
る
こ

い
ふ
、
そ

・

し
て

ベ
ッ

ヵ
リ
ア
は

ヂ

ユ
ル
ゴ
ー
ε
殆

ん
ご

同
時

代

に

の

.

此

の
償
侑
　の
重
要
問
題

を
探
究

し
た

の
で
あ

っ
た
。
-

四

か
の
ジ

エ
ヅ
す

ソ
ス
に
よ

っ
て
唱

へ
ら

れ
た

ご
こ
ろ

の

コ

定

の
時

、

一
の
市
場

に
於

て
ぽ
、
同
質

の
貨

物

.

の
同

一
量

に

調

し
て
、
二

つ
の

債

格
は
存

在

し
得

な

い
。」
ε
い
ふ
こ
ざ
、
師
ち
所

謂
「無

差
別

の
法

則
」
は
、

.

既

に

ベ
ッ

カ
リ
ア
が

テ

ユ
ル
ゴ
ー
ε
同
じ
く

、

ジ

ェ
ヴ

ナ

ソ
ス
に
,先

っ
こ
ご
約

一
世
紀
以
前

に
於

て
、
述

べ
て

み

る
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ベ
ソ

カ
リ

ア
は
更

に
其
上

に
、

運
搬
費

が
償
幣

の

…
要
素

で
あ

る
ぜ
し
、「
運

搬
は
償
値

を
有
す

る
勢
働

で
あ

っ
て
、
運
搬
す

る
も

の
は
其
労
苦

阜
.償

は
れ

る
こ
ご
を
望
む

。
そ

し
て
運
搬

費

な
る

も
の

は

、
慾
求

の
等
し

い
場
合

に
ば
相

殺
分
割

さ
れ

る
で
あ

ら

う
が
、
其

等
し

く
な

い
場
合

に
は
は
常

に
慾

望

の

回

暦

強

い
も

の
に
よ

っ
て
支

拙
は

れ
る
、
而
し
て
運
搬
喪

難

鍮
…

郷
濟

學

興
上

の
ベ
ツ
力
頼
ア

の
相
異

は
慾
竪

の
相
異

ご
結

び
合
は

さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら

諏
。
從

っ
て
此
相

異
よ
り

し
て
、
買

手
ご
買
手

ε
は

、

彼
等

の
相

異

る
慾

求

ε
貨
物

櫃
搬

の
儒

に
脛
渦

し
た

こ
.

こ
ろ
の
相

異

る
距
離

ピ
の
複

比
に
於

て
、
彼
等

の
貨

物

を
多

く
叉
は
少
く
與

へ
る
で
あ
ら

う
.」
ε

い
っ
て
み

る
。

次

に
、
濁
占

井

に
紬既
孚

の
場
瓜
口
に
於
け

る
贋
格

ε
生

「
産
費

ピ
の
關
係

に
付

て
は
酒
ベ
ソ

汐
リ

ア
は
、
先

づ
濁
占

の
場

合

に
付

て

「
填

る
仕

事
を
企

て

ん
ε
す

る
人
は
彼

ざ
同

じ
仕

事
を
行

は
う

一こ
す

る
競
箏

音
叉
は
模
倣

者

の

な

い
限
り

、
買

手

の
氣

に
入
ら

諏
だ
ら
う

ご
慮

れ
る
限

界

に
達
す

乃
迄
、
買
手

を
し
て
自

己

の
意

に
從

は
し

め

て
、
常

に
高

い
債
格
を
維

持
す

る
。
」
こ

い
ふ
て

る
る
が

術

、
比
熱

に
關

し
て
は
、

ガ
ソ

ア

ニ
も
亦

「
凋
占

さ
れ

た
る
生
産

物

の
贋
格
は

、

↓
の
複
比
を
成
す

ざ
こ
ろ
の

買
手

の
慾
求

ε
貰

手

の
許
償
、
ε

に
、
常

に

】
致
す

る
。
」

ε

い
ふ
。
第
.二

に
、
競
争

の
場

合

に
付

て
は
、

ガ

ソ
ア

一一
は
軍

に
、
償
格

が
正

常
な
る
標
準

に
落
付

く
傾
向

を

有

す

る

こ
こ
を
、
明

か
に
す

る

に
止

ま

っ
て
み
る
が
、

ベ
ッ

カ
リ

ア
は
曰
く
「
競
争
者

の
存

す

る
時

に
は
、
最
低

の
儂

幣

で
仕
事
を
す

る

こ
・し
の
出
來

る
者

に
よ

っ
て
左

第
+
七
巻

〔第
三
號

]
四
七
)

四
五

一

再DCo53a,Ibid.

】1翠ram,Ibid.
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羅

「
録

　

経
済

畢
.史

上

の
、
べ
.ソ
カ

リ
ア
.

着
せ
ら
れ
る
、
そ
し
て
其
最
低
償
格
の
限
界
は
、
仕
事

の
債
値
即
ち
.
其
仕
事
を
仕
.上
げ
る
℃

こ

ろ

の
最

少

.

鍛
.の
人
々
が
最
少

時
間
内

に
消
費

す
る

食
料
で
あ
ら

う
L
㌔
.

,
.

.

以
上

の
外

に
、

バ、
ソ

ソ
カ
リ

ア
は
、
街

、
か
の

「
犯
罪

ε
刑
罰
」

の
中

で
も
、
或

は
其

序
次
.に

「
最
大
多
藪

の

最
大
幸
輻
」

こ

い
「ふ
事
を
述

べ
、
或

は
其

他

の
箇
所

で

人
間

の
性
質

が
絶

謝
的

に
利
己
的

で

め
.る
こ
し
て
立

法

の
必
要
を
説

き
、
又
所

有
椹

に

付

て

論

及

し
て
み
る
コ
ー

是
等

も
亦
純
濟
學

史

に
關
係

あ
る
問
題

で
あ
ら
う

ε
思

,

ふ

。

14)Panta1切11i,Ibid,

15)工 話u耳Say,Dictionaire,11);a.


